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長岡雪氷防災研究所では，1964年 12月以来，積雪に
関する観測を毎冬行ってきた．観測には気象庁の観測に
は含まれていない新積雪の密度や積雪の相当水量など，
雪氷災害の対策を行うに当たり，極めて重要な要素が含
まれている．これまでに得られた降積雪観測結果は，巻
末の付表及び参考文献に示すように，「長岡における積雪
観測資料」として公表されている．
平成 13年度（2000/2001年冬期）からは，これまで研

究課題の一部として実施し，非定期に公表してきた積雪
断面観測を定期観測として他の降積雪観測結果とともに
毎年公表することとした（山田，2002）．降積雪観測の中

でも，特に積雪の断面観測は，積雪内部の状態変化を知
ることができ，積雪の変質に結びついた雪氷災害の調
査・研究上，重要で基礎的な観測であるという観点に基
づいている．
本報告は 2001年から 2002年にかけての冬の観測結果

を昨冬期の観測とほぼ同様な様式でまとめたものである．
降積雪データの一部については，防災科学技術研究所の
ホームページ（URL http://www.bosai.go.jp）でも図とし
て見ることができ，データのダウンロードも可能となっ
ている．
なお，これらのデータを使用した場合には，防災科学

技術研究所長岡雪氷防災研究所のデータであることを記

Abstract

This report describes the daily data of snow cover observed and measured at the Nagaoka Institute of Snow and Ice

Studies during the winter of 2001/2002.  The data include the following items: weather conditions; the depth and water

equivalent of snow cover; and the depth, cumulative depth, water equivalent and density of newly fallen snow at the

observation site.  Snow profile observation of physical properties of snow cover were also carried out about every five day

at the snow pit observation site.  The items of these observations are as follows: snow depth (HS), snow temperature (T),

grain shape (F), grain size (D), hardness of snow (R), snow density (ρ), water equivalent of snow (HW), free water

content of snow (W), weather and air temperature.  The measurements followed the guide for surface meteorological

observations, and the manual for measurement of snow cover.

The last winter (2000/2001) much snow fell after fourteen consecutive relatively warmer winter seasons (since 1986/

87), but much snow did not fall in the 2001/2002 winter season.  The ground was continuously covered with snow from

December 11, 2001 to March 12, 2002.  The maximum snow depth was 80 cm, recorded on February 16, 2002, and the

cumulative depth of newly fallen snow was 411 cm.
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し，その報告書を 2部寄贈していただきたい．

観測は，長岡雪氷防災研究所構内の気象観測露場なら
びに積雪観測露場で行った．本研究所は図 1の Aで示し
た地点にあり，長岡市東部の丘陵に位置する．その経緯
度は東経 138 5゚3′北緯 37 2゚5′で，海抜高度は 97 mで
ある．同図の中の拡大図に破線で示したのが当研究所の
敷地である．

観測項目は天気，積雪深(HS)，積雪相当水量(HSW)，
新積雪深(HN)，新積雪の相当水量(DNW)，新積雪の密度
(RHO)の 6項目である．

積雪断面観測では，観測時の天気・気温のほか，積雪
の状態を示す量として，積雪の層構造，積雪の各位置に
対応した雪温(T)，雪質(F)，雪粒の大きさ(D)，密度(ρ)，
硬度(R)，含水率(W)，及び積雪の深さ(HS)，積雪の相当
水量(HSW)，積雪の全層平均密度(ρ－)の観測・測定を行
った．

観測は，「積雪観測法｣（清水，1965），｢地上気象観測
指針」（気象庁編，1993）に準じた方法で毎日午前 9時に
行った．詳細は「長岡における積雪観測 30 年の記録
（1964/65～ 1993/94冬期）」（国立防災科学技術センター
雪害実験研究所編，1995）に記述されている．
天気・積雪深及び積雪相当水量は，午前 9時に観測し

たものを記録し，新積雪深，新積雪の重量，新積雪の相
当水量及び新積雪の密度については，当日午前 9時から
翌日 9時までに新たに積もった雪を当日の新積雪（降雪）
として取り扱った．
積雪深及び積雪相当水量は，それぞれ赤外線反射式積

雪の深さ計（Kimura，1975）およびメタルウェファー式
積雪重量計（木村，1983）によって自動計測した．なお，
1996/1997年冬期からは，従前の積雪重量計で見られた
ゼロ点移動を改善した，同方式の新しい測器で観測を行
っている．
気象観測露場で積雪重量計を用いて測定した積雪相当

水量と同じく気象観測露場でスノーサンプラーを用いて
測定した値との関係を図 2に示した．スノーサンプラー
での観測場所は積雪重量計から南へ約 8 m 離れている．
本資料では積雪相当水量としてメタルウェファーの出力
値を補正を加えずにすべて mm 単位でそのまま記した．
図 2の結果から補正が必要と判断した読者は，表 4.1～
4.6の備考欄に示したスノーサンプラーによる測定値を補
正に利用されたい．なお，屋根雪荷重等で用いられる工
学的単位の 1 kgw/m2は 1 mmの水量に相当する．
新積雪深は雪板によって測定し，前日の測定後に降雪

はあったが雪板上に雪がない場合は「0 cm」，降雪が無か
った場合は「－」と記録し，区別した．また新積雪の相
当水量は雪板上に積もった雪の重量測定値から求めた．
新積雪の密度はその重量と深さから計算した．積算新積
雪深は初雪からの新積雪深の累計である．

観測方法は，積雪断面観測については，「積雪観測法
（清水　弘，1965）」「積雪の分類名称（日本雪氷学会，
1967）」および「日本雪氷学会積雪分類（日本雪氷学会，
1998）」に，気象観測については「地上気象観測法（気象
庁編，1993）」に準拠した．観測は，原則として，5日毎
に午前 9時から 12時の間に行った．この観測で用いた観
測方法，使用計計器・道具などの詳細は「長岡における
積雪断面観測資料（1991.12～ 1997.3）（五十嵐・山田，
2001）に記述されている．ただし，硬度についてはいく
つかの測定法がある中で，ここでは携帯式荷重測定器
（アイコーエンジニアリング社製プッシュプルゲージ
MODEL－ 9500）を使用して求めた．この方法での測定
と他との比較については，最近調べられて報告されてい
るので文献を参考にされたい（佐藤他，2002；竹内他，
2001）．

観測結果を月毎に表 4.1～ 4.6にまとめるとともに，積
雪深，新積雪深および積算新積雪深についてはその時間
変化を図 3 ～ 5 に示した．表中の各天気記号は表 1 に，
積雪に関する記号・単位は表 2及び表 3に示した．
なお図 3には参考のために当研究所構内の気象観測露

場で測定した日平均気温（1時間毎に測定した値の平均
値）も示した．
この冬の新積雪深の最大値は 1 月 23 日に観測された

35 cmで，最大積雪深（午前 9時の値）は 2月 16日に観
測された 80 cmであった．また，積算新積雪深は 411 cm

であった．
観測期間中の新潟県内の気象の概況および当所で観測
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2．観測場所�

図 1 観測点の位置図（A地点）

Fig. 1 Location of the observation site (Point A).

3．観測項目�
3.1 降積雪観測�

4．観測方法�
4.1 降積雪観測法�

3.2 積雪断面観測�

4.2 積雪断面観測法�

5．観測結果�
5.1 降積雪観測�



した降積雪の概況は以下のとおりである．ただし，気象
概況については，新潟気象台が発表した気象情報のうち，
新聞（新潟日報）に記載された情報による．

11月は上旬，中旬に晴れや曇りの日が多く，下旬はし
ぐれ模様の日が多かった．26日に初めて降雪があり，27

日の観測で雪板上の新積雪深は 2 cmであったが 28日に
消雪した．

12月の中旬は前半冬型の気圧が緩み，曇りの日が多く，
後半は強い冬型になり，17日には 22 cmの新積雪深を観
測した．12月の下旬は冬型が緩み，曇りや雨の日が続い
たが，28日は冬型になり 7 cmの新積雪深を観測した．

1月の上旬は強い冬型となり，2日に 30 cmの新積雪
深を観測した．1月の中旬は冬型が緩み，曇りの日が続
き，新積雪深が観測されない日もあった．1月の下旬は
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図 2 スノーサンプラーと積雪重量計で求めた積雪相当水量の関係

Fig. 2 Relationship between snow cover water equivalents as measured by a snow sampler

and the snow weight meter at the meteorological observation site.

表 1 天気記号

Table 1 Weather mark.

表 2 積雪量に関する記号・単位

Table 2 Symbol and units of Snow cover quantity.



冬型になり，23 日に観測期間中の新積雪深の最大値 35

cmを観測し，24日に 22 cm，28日に 22 cmの新積雪深
を観測した．1月の積算新積雪深は 209 cmで，観測期間
中の積算新積雪深 411 cmの 51％を占めた．

2月の上旬は寒暖の変化が大きく，新積雪深を観測し
た日は 8日，9日，10日だけであった．2月の中旬は冬
型の気圧になり，雪板上で新積雪が無かった日は，16日，
17日，20日であった．16日には観測期間中の積雪深の
最大値 80 cmを観測した．2月の下旬は高気圧に覆われ，
新積雪深は観測されなくなった．2月の積算新積雪深は
110 cmで，観測期間中の積算新積雪深の 27％を占めた．

3月は移動性高気圧に覆われる日が多く，新積雪が観
測された日は 2日，7日だけであった．12日には，観測
露上の積雪深は 0 cmとなり消雪日となった．

4月は移動性高気圧に覆われる日が多く，降雪のあっ
た日はなかった．4月 15日に本観測を終了した．

積雪断面観測は，2001年 12月 28日に第 1回目の観測
を行い，2002年 3月 10日に終了したが，この間に 16回
の観測を実施した．観測場所は同じ露場であるが，上記
の降積雪観測が行われた場所から，東へおよそ 80 m程度
離れている．
断面観測では，積雪各層の物理的な性質とともに積雪

深と積雪重量も測定している．これらは，上記の降積雪
の観測と同じ項目を含むので，まずその観測結果を表 5
及び図 6に示した．表 5は，断面観測時に得られた積雪
深，スノーサンプラーで測定された積雪重量から求めた
積雪相当水量，及び両者から導かれる積雪全層の平均密
度の値を示している．図 6はそれらから得られる積雪と
相当水量の循環曲線である．積雪深などについて，その
値が表 4に掲載されたものと若干異なるのは，観測場所
の違いによる．
断面観測で得られた積雪層構造については，図 7以下

に示した．図 7には今冬の積雪層の推移を概観できるよ
う雪質の経時変化を示した．また，詳細な積雪の断面観
測結果を表 6.1～ 6.7および図 8.1～ 8.7に示した．積雪
の分類には，昨年と同様に日本雪氷学会積雪分類（日本
雪氷学会，1998）を使用したが（表 3），雪粒の大きさに
ついては本報告から新国際分類（6段階）を採用している．
これらの積雪量に関する記号・単位は，表 2に示したと

おりである．表 6 と図 8 の形式は，過去に報告された
「長岡における積雪の断面観測資料（1989.12～ 1990.2）」
及び昨年の報告等とほぼ同じ形式である．また，積雪断
面観測図もこれまでと同様，表計算ソフトウェア「エク
セル」で作成し描画したものである．
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表 3 積雪の分類

Table 3 Snow cover classification.
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本報告は，2001年から 2002年にかけての冬の降積雪観測結果をまとめたものである．毎日の観測項目は天気，積

雪深，積雪相当水量，新積雪深，新積雪の相当水量および新積雪の密度の 6項目である．その他，ほぼ 5日毎に行

われた積雪断面観測の結果も載せた．

今冬は，12月 16日に根雪となったが，その後の雪の量は少なく 3月 11日に根雪は消雪した．今冬の最大積雪深

（午前 9時）は 2月 16日に観測された 80 cmである．また，新積雪深の最大値は 1月 23日に観測された 35 cmで，

積算新積雪深は 411 cmとなった．

：積雪観測，積雪深，新積雪深，長岡市，2001/2002冬期
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表 4.1 積雪観測記録（2001年 11月）

Table 4.1 Snow cover data (November, 2001).
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表 4.2 積雪観測記録（2001年 12月）

Table 4.2 Snow cover data (December, 2001).



－ 10 －

防災科学技術研究所研究資料　第 235号　2003年 3月

表 4.3 積雪観測記録（2002年 1月）

Table 4.3 Snow cover data (January, 2002).
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表 4.4 積雪観測記録（2002年 2月）

Table 4.4 Snow cover data (February, 2002).
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表 4.5 積雪観測記録（2002年 3月）

Table 4.5 Snow cover data (March, 2002).
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表 4.6 積雪観測記録（2002年 4月）

Table 4.6 Snow cover data (April, 2002).
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図 3 積雪深および日平均気温の時間変化

Fig. 3 Time series of the snow depth on the ground and daily mean temperature.

図 4 新積雪深の時間変化

Fig. 4 Time series of the depth of newly fallen snow.
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図 5 積算新積雪深の時間変化

Fig. 5 Time series of the cumulative depth of newly fallen snow.
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表 5 積雪の深さ・積雪の相当水量・積雪全層平均密度（積雪観測露場，2001/02冬期）

Table 5 Data of snow depth, water equivalent of snow and density of total snow cover in Nagaoka

in the 2001/02 winter seasons.

図 6 積雪の深さと積雪の相当水量の循環曲線図（積雪断面観測露場）

Fig. 6 Relation between the water equivalent of snow cover and snow depth at the snow pit observation site.
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表 6.1 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.1 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.1 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.1 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.2 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.2 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.2 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.2 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.3 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.3 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.3 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.3 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.4 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.4 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.4 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.4 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.5 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.5 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.5 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 1 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.6 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.6 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.6 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.6 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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表 6.7 積雪断面観測値（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Table 6.7 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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図 8.7 積雪断面観測図（長岡，平成 13年 12月から平成 14年 3月）

Fig. 8.7 Vertical profile of physical properties of snow cover in Nagaoka from December 2001 to March 2002.
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付表 これまでに刊行された積雪観測資料

Appendix Date on snow cover in Nagaoka having been published.

備　考

1964.12～ 1976.3 防災科学技術研究資料　No.25 五十嵐高志ほか

2 1976.11～ 1978.4 防災科学技術研究資料　No.31 清水増次郎ほか

3 1978.11～ 1979.3 防災科学技術研究資料　No.43 小林俊市ほか

4 1979.11～ 1980.4 防災科学技術研究資料　No.54 宮村兵衛ほか

5 1980.12～ 1981.4 防災科学技術研究資料　No.64 雪害実験研究所

6 1981.11～ 1982.3 防災科学技術研究資料　No.75 雪害実験研究所

7 1982.11～ 1983.4 防災科学技術研究資料　No.84 雪害実験研究所

8 1983.10～ 1984.4 防災科学技術研究資料　No.91 雪害実験研究所

9 1984.11～ 1985.4 防災科学技術研究資料　No.100 山田 穰ほか

10 1985.11～ 1986.4 防災科学技術研究資料　No.115 木村忠志ほか

11 1986.11～ 1987.4 防災科学技術研究資料　No.120 熊谷元伸ほか

12 1987.11～ 1988.4 防災科学技術研究資料　No.129 五十嵐高志ほか

13 1988.11～ 1989.3 防災科学技術研究資料　No.138 清水増次郎ほか

14 1989.11～ 1990.4 防災科学技術研究所研究資料　No.145 小林俊市ほか

15 1990.11～ 1991.4 防災科学技術研究所研究資料　No.153 納口恭明ほか

16 1991.11～ 1992.4 防災科学技術研究所研究資料　No.156 岩波 越ほか

17 1992.11～ 1993.3 防災科学技術研究所研究資料　No.159 山田 穰ほか

18 1993.11～ 1994.4 防災科学技術研究所研究資料　No.164 中村秀臣ほか

19 1994.11～ 1995.4 防災科学技術研究所研究資料　No.174 東久美子ほか

20 1995.11～ 1996.4 防災科学技術研究所研究資料　No.176 五十嵐高志ほか

21 1996.11～ 1997.3 防災科学技術研究所研究資料　No.182 清水増次郎ほか

22 1997.11～ 1998.4 防災科学技術研究所研究資料　No.186
長岡雪氷防災実
験研究所

23 1998.11～ 1999.4 防災科学技術研究所研究資料　No.195
長岡雪氷防災実
験研究所

24 1999.11～ 2000.4 防災科学技術研究所研究資料　No.206
長岡雪氷防災実
験研究所

25

1964/65～
1993/94冬期

防災科学技術研究所研究資料　No.162 山田 穰ほか 30年分を統
計処理を加
えてまとめ
たもの

26 2000.11～ 2001.4 防災科学技術研究所研究資料　No.223 山田 穰




